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令和元年１０月２３日

奈良県消防救急課 消防救急係

担当：布元・森

直通：０７４２－２７－８４２３

内線：２２７３・２３９９

秋季全国火災予防運動について秋季全国火災予防運動について秋季全国火災予防運動について秋季全国火災予防運動について

１ 目的

この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を

図り、もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに

財産の損失を防ぐことを目的とする。

２ 防火標語（２０１９年度全国統一防火標語）

『ひとつずつ いいね！で確認 火の用心』

３ 実施期間

令和元年１１月９日（土）から１１月１５日（金）までの７日間

４ 住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

３つの習慣

○寝たばこ寝たばこ寝たばこ寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブストーブストーブストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○ガスこんろガスこんろガスこんろガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品防炎品防炎品防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等住宅用消火器等住宅用消火器等住宅用消火器等を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制隣近所の協力体制隣近所の協力体制隣近所の協力体制をつくる。

５ 各消防本部の取り組み

各消防本部において、実施期間中に、住宅防火対策を主とした行事や消防訓練等を実施

します。（詳しくは、各消防本部の予防課までお問い合わせください。）



電話番号０７４２－３５－１１９２名　　　称奈良市消防局１１月９日（土）　１０時～１２時京都府木津川市相楽台一丁目１番地１　イオンモール高の原平成２４年より実施し、今回で７回目行事等の内容１　目的　　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及と近隣消防本部との連携強化を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐ。２　実施内容　（奈良市消防局担当分）     ・京都府相楽中部消防本部と合同で行うイベント　　・消防車両の展示　　・子供用防火服、救急服、救助服の着用体験　　・物品配布による火災予防啓発　（相楽中部消防本部担当分）　　・防災グッズ展示　　・各こども園園児の演技　　・防火・防災相談　　・天ぷら火災等火災実験　　・応急手当普及啓発　　・地震体験３　参加団体　　・奈良市消防局北消防署　　・相楽中部消防本部　　・イオンモール高の原　　・木津川市消防団女性部　　・相楽郡広域事務組合　　・相楽中部危険物安全協会　　・愛光こども園　　・愛光兜台こども園　　・愛光みのりこども園
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名称実施期間・日時実施場所過去の実施状況 消防フェア



電話番号０７４３－７３－０１１９名　　　称
実施期間・日時 １１月１０日（日）１０時～１２時実施場所
１　実施目的　レスキュー体験や放水体験、最新型の消防車と記念写真など、子どもから大人まで楽しめる「秋の火災予防運動ふれあいフェスタ」を開催し、“見て、触れて、体験して”消防の世界をもっと身近に感じて、火災予防や救急車の適正利用方法に関心を深めてもらうことを目的とする。２　実施内容　(1)応急手当　(2)ボランティアダンスチームによる広報　(3)職員による消防の仕事紹介　(4)住警器設置啓発及び救急車適正利用広報　(5)レスキュー体験　(6)水消火器を使用した消火体験　　等３　特に工夫する点　(1)市民参加型のイベントにすることにより親子で楽しんでもらえるようにしたこと。　(2)ホームページやツイッターを活用し、事前にイベント開催の広報を実施したこと。　(3)事前に近隣幼稚園に塗り絵を提供し、当日掲出することで一定の来客を見込んでいる。　(4)当日別会場で開催される「いこま魅力博」と併せて開催することでより多くの来客を見込んでいる。　

行事等の内容
名称 秋の火災予防運動ふれあいフェスタ生駒市消防本部

２回過去の実施状況 生駒市消防署北分署
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電話番号０７４４－２６－０１１７名　　　称奈良県広域消防組合消防本部「消防フェア2019」11月10日（日）10時00分から16時00分実施場所過去の実施状況
3

実施期間・日時
　１．実施目的　　　子供から大人まで楽しく住宅防火について知識と理解を深めて頂き、住宅用火災警報器の　　未設置世帯への設置促進や地震による電気火災を防ぐ感震ブレーカーの普及啓発をより一層、　　促進することで住宅火災による死者を防ぐことを目的として実施します。　２．実施内容　　⑴　さんみゅ～の小林弥生さん（サンミュージック所属）出演による各ブース紹介、       防火トークショー及び消防クイズ大会　　⑵　住宅用火災警報器、感震ブレーカー及びSｉセンサーコンロ展示コーナー、       地震対策及び防炎製品等展示コーナー　　⑶　消防ポンプ自動車及び救急バイクの展示　　⑷　塗り絵、消防工作のできるキッズコーナー　　⑸　チョコラ＆ミルキーの消防ぬいぐるみ劇　　⑹　せんとくん出演　３．参加団体　　　大和ガス㈱・パナソニック㈱（各２名）・奈良県広域消防組合職員（約30名）　３．特に工夫する点　　　住宅用火災警報器の設置義務化から約10年が経過するものの、設置率は全国平均を    下回っており設置率向上に向けた積極的な普及、促進を行う。　　　また、認知度の低い感震ブレーカーについて、住民へ周知し、関心をもってもらう。

名称
１回奈良県橿原市曲川町７丁目20-１　イオンモール橿原　１階サンシャインコート行事等の内容



電話番号０７４４－２６－０１１７名　　　称奈良県広域消防組合消防本部
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名称 健康フェスティバル2019実施期間・日時 11月10日（日）　9時00分から14時00分まで行事等の内容
　１　実施目的　　　地域住民に対し、消火器取扱い及び住宅用火災警報器・感震ブレーカーの普及促進。　２　実施内容　　　水消火器での消火体験　　　　（地域住民対象）　　　住宅用火災警報器の展示　　　（　　同上　　）　　　感震ブレーカー等のチラシ配布（　　同上　　）　３　参加団体・参加人員　　　南奈良総合医療センター　　　　職員　（約100名）　　　奈良県広域消防組合大淀消防署　職員　（約10名）

実施場所 南奈良総合医療センター過去の実施状況 ５回目     　継続年数　５年

川上村（川上村ふれあいセンター）実施期間・日時過去の実施状況 初実施実施場所 10月27日（日）　９時00分～13時00分まで
4

名称
１　実施目的　　住宅用火災警報器、感震ブレーカー及び住宅用消火器の設置推進を行うことにより、  管内住民への火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を防止することを目的とする。　　２　実施内容　　住宅用火災警報器の設置維持管理の指導を行うと同時に住宅防火アンケートを実施し、   今後の普及啓発活動につなげる。　　村の団体と協力し、住宅用火災警報器、住宅用消火器及び感震ブレーカーの   設置推進普及啓発活動を行い、販売、注文受付及び購入者へ取り付け作業も実施する。　　３　参加団体及びイベント名　　　かわかみらいふ（かわかみらいふ大感謝祭）

行事等の内容
住宅防火アンケート及び住宅防火普及啓発活動



電話番号０７４４－２６－０１１７
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名　　　称奈良県広域消防組合消防本部

桜井市民体育館北側駐車場・芝運動公園内過去の実施状況 毎年実施

大和高田市幸町２－33　奈良県産業会館北側駐車場大和高田市高砂町１－１　ＪＲ高田駅東側広場過去の実施状況 27回目　　継続年数　27年実施場所

１．実施目的　 桜井市幼年消防クラブの活動を桜井市ウォーキングフェスティバルとコラボすることにより多数の一般市民が集まり、その中で防火意識の高揚を図ることを目的とする。　２．実施内容　　　①女性消防団員による防火チラシ及びティッシュ配布　　　②社会福祉法人 葛城福祉園 桜井学園「カラーガード」及び「鼓笛演奏」　　　③消防車両等の展示（桜井204・救急普及啓発広報車）　　　④濃煙体験（煙体験ハウス）　　　⑤初期消火体験（訓練用水消火器）　　　⑥ペーパークラフトの配布　　　⑦住宅用火災警報器・感震ブレーカーのパネル展示　　　⑧救急課による救急車適正利用等ティッシュ及びチラシ配布　　　⑨住宅用火災警報器・感震ブレーカーの設置を目的とした職員による漫才　３．参加団体　　　奈良県広域消防組合 桜井消防署　19名　　　桜井市女性消防団　３名　　　桜井市幼年消防クラブ（社会福祉法人 葛城福祉園 桜井学園）園児46名・先生７名

行事等の内容

行事等の内容実施場所

　１　実施目的　・火災予防及び救急啓発活動の一環として、防火・防災・救急に関する各々のコーナーを設け、また、各種消防車両等を展示し子供達にふれさせ、身近に接する事により消防への関心を高め、併せて市民の防火・防災意識の高揚並びに救急啓発活動の推進を図ることを目的とする。　２　実施内容　　・消防車両展示コーナー（タンク車、救助工作車、救急予備車）　　・消防隊体験コーナー　　・救助隊体験コーナー　　・水消火器訓練コーナー　　・はしご車搭乗体験コーナー（はしご車）　　・心肺蘇生法普及コーナー　　・住宅用火災警報器、感震ブレーカ展示コーナー（パナソニック株式会社と合同）　　・安全装置付ガス機器展示コーナー（大和ガス株式会社）　　・防火、防災クイズコーナー　　・赤十字炊き出しコーナー（日本赤十字）　３　参加団体・参加人員　・大和高田市防災安全協会、大和高田市消防団、大和高田市役所、大和ガス株式会社、パナソニック、株式会社、日本赤十字　・約１０００人参加を予定　４　特に工夫する点　・来場者に対して住宅用火災警報器及び感震ブレーカのリーフレットを配布し、設置の必要性を説明するなど、積極的な普及並びに設置促進活動を行う。名称 消防フェア実施期間・日時 11月10日（日）　10時00分から13時30分まで
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名称 消防フェスタ実施期間・日時 11月10日（日）　10時00分から15時30分まで（雨天時規模縮小）


